
カ
ミ
ー
ノ
が
開
館

　
旧
中
央
公
民
館
・
市
立
図
書
館
（
町
役

場
）
跡
地
に
「
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ
」
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

カ
ミ
ー
ノ
に
は
市
民
の
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
「
中
央
公
民

館
」「
野
々
市
公
民
館
」
に
加
え
、
市
が

掲
げ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
拠
点
と
な
る
「
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
」、
市
物
産
品
の
販
売
や
観
光
Ｐ
Ｒ

拠
点
と
な
る
民
間
商
業
施
設
「1

の
１

 

N
O
N
O
IC
H
I

」
が
設
置
さ
れ
、
３
つ
の

機
能
を
持
つ
複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
「
い
つ
も
の
広

場
」
を
整
備
。
こ
こ
で
は
定
期
的
に
マ
ル

シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
ヒ
ト
や
モ
ノ
が

集
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
す
る
「
に
ぎ
わ

い
の
里
の
の
い
ち　

カ
ミ
ー
ノ
」。
市
立

図
書
館
と
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

持
つ「
学
び
の
杜
の
の
い
ち　
カ
レ
ー
ド
」

や
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
、
喜
多
家
住
宅
な

ど
北
国
街
道
に
残
る
歴
史
的
資
産
と
共
に

市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
ヒ
ト

と
モ
ノ
の
交
流
を
生
み
出
し
、
市
内
の
に

ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

にぎわいの里ののいち
　　　　　　カミーノが開館！

にぎわいの里ののいち　　
　　　　カミーノの館内図

　カミーノは「中央公民館」、「野々市
公民館」、「市民活動センター」の機能
を持つ３階建ての建物と平屋建ての民
間商業施設「１の１ NONOICHI」の
２つからなっており、市民や団体、観
光客はそれぞれの目的に合わせた施設
を利用できるようになっています。

　野々市中央地区整備
事業の集大成である「に
ぎわいの里ののいち　
カミーノ」が、一昨年の
「学びの杜ののいち　カ
レード」に引き続き、開
館いたしました。北国街
道に並ぶ町家風の外観
をイメージし、３層吹き
抜けになった開放感の
ある内部と敷地中央に
配置した広場では、さまざまな交流活動に取り組
むことができます。
　この地はかつて、野々市尋常高等小学校、旧役場
庁舎や中央公民館があった野々市の歴史がつまっ
た地でもあります。愛称の「カミーノ」はスペイン
語で「道」という意味があり、これからの新しい道
を切り開く期待と希望が込められています。
　平成から、新しい時代へと移り変わるこの時期
に、「道」と名付けたことは決して偶然ではなく、こ
の地に再び息を吹き込むことは、新たなるまちづ
くりの「道」になると思っております。さらなるに
ぎわいが創り出され、「市民協働のまちづくり」の
拠点として、象徴として、多くの市民の皆様に愛さ
れ、活躍される舞台としてご利用いただくことを
願っております。

新時代への胎動を期待して

粟　貴章  市長
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